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1 Kp-13　　駅型保育所の利用実態と利用者評価に関する研究(第２報)

　　　　　　○東海林史子＊　　　瀬渡　章子＊＊　　田中智子＊＊　　横森由希子＊3

　　　　　　　　　　　(＊奈良女大・院、＊＊奈良女大、＊3東陶機器㈱)

　【目的】従来の地域の保育所とは異なり、駅型保育所は、利便性の高い駅前に立地することか

ら、送迎担当者や送迎手段、保育所と住宅および職場との位置関係に特色がみられると考えら

れる。その２では、保育所の送迎実態と利用者評価を中心に分析を行い、今後の駅型保育所の

あり方について示唆を得ることを目的とする。

　【方法】調査対象、調査方法はその１と同じ。

　【結果】送迎担当者は、大部分が母親であり、父親やそのほかの家族が担当することは少ない。

自転車やバスなどで保育所に来て鉄道で通勤するという方法が駅型保育所の送迎手段の典型

であり、もっとも多い。鉄道で通勤しているが途中下車して保育所に立ち寄る事例も多い。保

育所によっては鉄道ではなくマイカーを利用するものもみられた。送迎担当者の勤務時間や通

勤時間が長いものもおり、保育時間が長いことによって利用を可能にしている。いずれの場合

も鉄道駅に近いことと保育時間が長いことは高く評価されている。園庭がないことや保育料が

高いことについては強い不満を持っている。保育料の引き下げや駐車スペースを作ることに対

して改善希望がみられた。
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　　　　　都市と農山村の交流に関する研究

　　　　　一奈良県東吉野村高見小学校の山村留学を事例としてー

　　　　　○前田真子肯　西村一朗** （*奈良女大・院、Ｏ奈良女大）

【目的】高見小学校の児童数の減少、学級の複式化を防ぐために山村留学が行われて10

年目になる。山村留学の当初の目的は児童数の減少を防ぐことであったが、この山村留学

をめぐって地域住民・都市住民が互いに影響しあっているといえる。

　本研究では、もっとも山村留学と関わりの深い児童に焦点を絞り、地域の児童・都市の

児童（留学生）が互いにどう影響し合い、地域間交流に対してどのように感じているのか

を明らかにする。また、山村に対する認識を生活環境・教育環境の側面から検討する。

　【方法】山村留学を実施している奈良県吉野郡東吉野村高見小学校の児童60名（地域児

童48名、留学生12名）を対象としてアンケート調査を行った。調査期間は1997年11

月～12月である。

　【結果】地域の子ども、都会の子どもともに山村での自然の豊かさ、遊び場の豊かさを感

じているが、一方では家の中や家のまわりで遊んでいる子どもが多く、山村の子どもの間

にも都会化か進んでいるといえる。

　留学生は都会にない自然に触れることができる遊び場所が豊かなところとして山村を認

識している。また、自然に触れることができたこと、新しい人間関係が作れたことを山村

留学をしてよかった点としてあげている。

　留学生のほとんどが留学を続けたいと考えており、地域の子供たちはもっとたくさん

の留学生を受け入れたいと考えており、交流に対する積極的な姿勢が見られた。


